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２面　�がん教育、乳がん無料クーポン券発行
増啓発強化……2011年度の事業計画

３面　�2011年度がん征圧スローガン決まる
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６〜７面　�2009年度がん検診の実施状況より

１部70円（税抜き）

　日本対がん協会（垣添忠
生会長）は、東日本大震災
で被災した人からのがん相
談のための「フリーダイヤ
ル　がん電話相談」＝表参
照＝を設けた。「がん専門医
による電話相談」と、「が
ん相談ホットライン」で、
それぞれ４月４日、同１日
から運用を始めた。
　未曾有の震災に被災した
人の中にはがん患者・家族
も少なくない。主治医と連
絡がとれなくなったり、抗
がん剤などの治療を中断せ
ざるを得なくなったりした
人たちを支える目的で運用
を始めた。長引く避難生活

によるストレスが少しでも
解消するよう、アドバイス
する。
　対がん協会では「この２
つのフリーダイヤルは被災
された方々のがん相談専用
として運用したい。被災さ
れていない方は従来の電話
にかけてほしい」と話して
いる。１人でも多くの方の
相談にこたえられるよう、
１人あたりの相談時間はい
ずれも20分としている。
　被災したがん患者や家族
が抱える負担は非常に大き
い。主治医と連絡がとれれ
ばまだしも、とれない場合
はなおさらだ。被災地への

　日本対がん協会は、看護師や社会福祉士が、がん
の不安や生活の悩みの相談に電話で応じる「がんホ
ットライン」を開設しています。祝日を除く毎日午
前10時から午後６時。相談時間は20分までで予約は
不要です。このほか、事前の予約制で、専門医によ
る電話や面接の無料相談も実施中です。予約やお問
い合わせは月〜金の午前10時から午後５時までに、
03−3562−8015（予約専用電話）へ。

がんホットライン  月〜日  午前10時〜午後6時
03−3562−7830

では、看護師や社会福祉士
が、こうした悩みについて
も相談を受ける。
　今回の対応は、対がん協
会がふだんから実施してい
る「医師によるがん相談」
と、看護師・社会福祉士に
よる「がん相談ホットライ
ン」を拡充させる形で実施
した。

医薬品の供給も滞ってい
る。たとえ医薬品が届いて
も、抗がん剤のような薬
は、勝手に飲んだり、注射
したりすることは難しい。
　そうした医療面での悩み
に加え、日々の暮らしへの
不安も大きなストレスにな
り、病状が悪くなることも
心配される。
　「がん相談ホットライン」

「フリーダイヤル　がん相談電話」
◆がん専門医による電話相談　0120-822-355
（月～金曜の午前10時～正午、祝日を除く）

◆がん相談ホットライン　　　0120-788-233
（祝日を除く毎日、午前10時～午後4時）

専用のフリーダイヤルを設置被災者から
のがん相談

専門医や看護師・社会福祉士が対応

東日本大震災被災支部への義援金／ご協力ありがとうございました
　東日本大震災で大きな被害を受けた岩手、宮城、福島各県支部への支援としてご協力をお願いしまし
た義援金は３月31日で締め切らせていただきました。計285万円が寄せられました。日本対がん協会から
の分を加えてそれぞれ150万円をお贈りすることにいたしました。多大なご協力をいただき、本当にあり
がとうございました。近くお届けする予定です。
　北海道・東北ブロックの方々による義援金や、日本赤十字社によるものなどにもご協力をいただき、
重ねがさねお礼を申し上げます。

公益財団法人日本対がん協会
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　日本対がん協会（垣添忠
生会長）の2011年度事業
計画が３月10日の理事会
で承認された。中学高校生
向けのがん教育や、対がん
協会独自の検診無料クーポ
ン券の発行枚数の増加な
ど、長期的な観点を織り込
みながら受診しやすい環境
の整備を図る。ただ理事会
の翌11日に東日本大震災
が発生したことを受け、被
災したがん患者らの相談を
受けるフリーダイヤルを設
けるといったように、事業
計画を基本に、臨機応変な
活動を進める。
　公益財団法人になって初
の事業計画では、従来の活
動を、▽がん知識・がん予
防の普及啓発活動（公１事
業）▽専門家・専門団体向
けの支援事業（公２事業）
▽がん患者サポート事業
（公３事業）▽がん研究支
援事業（公４事業）−に
再編した。

 ◇ドクタービジット　　

　大きな位置を占めている
のが、がん教育基金の活動
だ。DVDなどの教材の制
作のほか、希望する学校を
医師が訪ねて特別授業を行
う「ドクタービジット」を
始める。朝日新聞と連携
し、年に数回、新聞でも掲
載を考えている。
　「知識の普及」から「検
診の受診」に軸足を移しつ
つあるピンクリボンフェス
ティバルでは、東京などで
シンポジウムを開催する。
ほほえみ基金の活動で

で学ぶ奨学医制度では、九
州大学病院など２施設が受
け入れ先に加わり、計８施
設と拡充が図られた。

 ◇がん患者サポート 　

　日曜日も受け付けを始め
たがん相談ホットラインの
ニーズは急増している。よ
り多くの相談にこたえるた
めリーフレットを全国の基
幹病院などに配布する。
　厚労省の委託事業として
始まった医師による相談は
昨年度で終了した。しかし
これまでの実績を考え、対
がん協会独自の事業として
継続することにした。

2010年度に試験的に始め
た対がん協会独自の乳がん
無料クーポン券を17000枚
発行する。
　リレー・フォー・ライフ
は約30カ所で予定されて
いたが、震災の被害を受け
た地域もある。全国実施事
務局のボランティアスタッ
フらはその支援も視野に活
動を検討している。一方、
医薬品開発に向けた研究へ
の助成など、リレーで集め
られた寄付金をもとにした
「プロジェクト未来」につ
いて基盤固めを行う。
　子宮頸がん基金の活動で
は、札幌と名古屋でセミナ

ーを計画しているほか、若
い世代への啓発もより強力
に進める。

 ◇専門家支援　　　　　

　国が「地域統括相談支援
センター」を新設するのに
伴って研修プログラムを策
定する。がん相談は、がん
診療連携拠点病院などに普
及してきたとはいえ、対応
できる能力・技術を身に付
けた人はまだまだ少ない。
研修は人材養成を目指す厚
生労働省の新規事業で、シ
ンポジウムも予定してい
る。
　若手医師ががん専門病院

がん教育、乳がん無料クーポン券の発行増、
セミナーなど啓発活動の強化…

　■おもな事業は次の通り。
◇がん知識普及啓発
　・ピンクリボンフェスティバル：東京などでシンポジウム
　・リレー・フォー・ライフ：約30カ所で開催予定
　・がん教育基金：ドクタービジット
　・ほほえみ基金：乳がん検診無料クーポン券発行
　・子宮頸がん基金：HPVテスト臨床研究、HPVワクチン登録
　・禁煙基金の活動の拡充
　・がん制圧月間（９月）の活動：９月１、２日にがん制圧全国大会
　・セミナー：巡回がんセミナー、胃がんセミナー、世界対がんデーセミナーなど
　・情報発信：�ACキャンペーン、対がん協会報の充実化、リレー・フォー・ライフの

ホームページ新設
◇専門家・専門家団体支援
　・がん相談研修プログラム策定
　・助成：奨学医制度、地域ボランティア支援
　・研修：マンモグラフィ講習会、乳房超音波講習会、大腸がん検診精度向上研修会など
◇がん患者サポート
　・がん相談：がん相談ホットライン、医師による相談、母の日無料相談
　・患者セミナー：患者のための美容セミナー、ネットワーキングセミナー
◇がん研究支援
　・研修会や研究発表会を25回程度開催し、がん医療の均てん化を図る
　・研究成果を紹介した冊子を作成し、専門家向けに配布する。

受診環境の整備拡充図る　2011年度体がん協会の事業計画
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　首都圏を中心に子宮頸が
んの啓発活動を行っている
「リボンムーブメント」の
女子大生たちが、子宮頸が
ん啓発冊子「ye l l（エー
ル）」をつくった＝写真。
昨春作成した「Teal」に
続く第２弾。同世代に向け
たメッセージで、子宮頸が
んについて分かりやすく解
説しているとともに、ふだ
んから婦人科に気軽にかか
って健康を保つよう、アド
バイスしている。
　テーマは「今のわたしが
未来を生きる」。いま健康
を守っておかないと将来の
自分がどうなるか。それを

んの原因となるヒトパピロ
ーマウイルス（HPV）に
見立てた金平糖を、子宮頸
がん啓発のティール＆ホワ
イトリボンをあしらってい
る。問い合わせは、日本対
がん協会子宮頸がんキャン
ペーン係（電話03-5218-
4771）へ。

考えてもらおうという狙い
で、健康づくりを「応援」
している。
　20代で子宮頸がんを体
験した阿南里恵さんに取材
し、告知のことや、治療の
ことなどを紹介。「みんなに
も先々の幸せを考えてもら
いたい」という阿南さんの
強い願いを込めている。
　日々、子宮頸がんの治療
にあたっている宮城悦子・
横浜市立大学病院化学療法
センター長や、各国の子宮
頸がん対策を研究している
シャロン・ハンリー日本赤
十字北海道看護大学准教授
にもインタビューしてい

る。リボンムーブメントの
メンバーの女子大生４人が
「素敵な女性になる」こと
についてディスカッション
したり、婦人科を受診した
「ルポ」を掲載したりして
いる。
　女子大生たちは、この冊
子を今春入学する大学生た
ちに配布し、子宮頸がんに
ついて知って
もらう活動を
行う。
　「yell」は、
B５判12ペー
ジ。表紙に
は、その形か
ら、子宮頸が

　2011年度の日本対がん
協会のがん征圧スローガン
が決まりました。最優秀賞
は「健やかな　未来のため
に　がん検診」。山形県結
核成人病予防協会（山形県
支部）の市田直美さんと、
長野県健康づくり事業団
（長野県支部）の河原崎清
栄さんの２人が同じ作品を

厳正な投票を行った結果、
市田さんと河原崎さんがそ
れぞれに応募された作品が
最優秀に決まりました。

応募。審査委員会で優秀賞
に選ばれました。がん征圧
月間の９月に鹿児島市で開
催される「がん征圧全国大
会」で表彰されます。
　日本対がん協会が全国の
支部に公募したところ、147
の作品が寄せられました。
東日本大震災前の募集でし
たが、対がん協会内の審査

委員会では、震災を配慮し
たほうがいいのでは、とい
う声もありました。こうした
点を踏まえ、審査委員会で

リボンムーブメントが新たな子宮頸がん啓発冊子
大学の新入生らに配布へ　　

女子大生たち
のグループ

「支部」の呼称認めます

「健やかな
　 未来のために
　　　がん検診」

2011年度のがん征圧スローガン決まる
長野の河原崎さん・山形の市田さん　2人が同じスローガン

優秀作品は次の通りです。（応募者の敬称略）
　「受けておこう　元気なときこそ　がん検診」

（青森　小野里子）　
　「始めよう　未来へ繋がる　がん検診」

（宮城　鳥井由美）　
　「後にせず　まずは自ら　がん検診！」

（千葉　室薗正廣）　
　「がん検診　受けて始まる　がん予防」

（長崎　千場知美）　
　「がん検診　受けて安心　あなたの未来」

（鹿児島　関根正三）　

　日本対がん協会は3月10日の理事会で、「日本対がん
協会グループに関する規程」を改め、「支部」という呼称
を使うことに決めた。これまで内閣府は、新しい公益
法人制度では、完全に独立した法人同士の間では「支
部」の呼称を使えないとしていたが、その解釈が変更さ
れことを受けて改定した。
　全国の46提携団体は日本対がん協会と「がん征圧活
動に関する覚書」を交わして協会支部としての役割を担
い、対がん協会グループとして活動を展開することに
なる。定款での規定の仕方、覚書の内容・締結時期など
については対がん協会がモデル（例示）を示し、必要に
応じて協議する。
　ただし、対がん協会と各支部団体は完全な別法人で
あるため、同一団体と誤解される表記は避ける必要が
ある。「日本対がん協会○○県支部」という名称だけでな
く、各支部の正式名称（例・○○県○○センター）の併記
が求められる。
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　日本対がん協会が、2009年度と2008年度の２年間の子
宮頸がん検診（20歳以上）について、年齢階級別の受診者
数や、異型上皮、上皮内がん、浸潤がんの発見数を尋ねた
（有効回答は29支部）＝それぞれの集計は表参照。受診者
数は、「2009年度がん検診実施状況」でも明らかになった
通り、09年度は08年度よりも、すべての年齢階級でも増
え、とくに20代での増加ぶりが著しかった（20代前半は
1.9倍、20代後半は1.7倍）。

　◇�「異型上皮」は若い世代に多く、「上皮内がん」はや
や上の世代

　09年度について、受診者に占める「要精検」の割合は、

　上皮内がんを見てみると、30代前半が最も多くて
0.15%、次いで30代後半の0.13%、20代後半0.12%、40代
前半0.11%となっていた。08年度は20代後半・30代前半が
ともに0.13%で最も多く、20代前半と40代前半が0.10%で
続いていた。
　こうした傾向から、世代が若いほど要精検・異型上皮が
多く、上皮内がんは20代後半から30代にかけて増えると
いうことが、実際の検診のデータからも明らかになった。

　◇30代から40代にかけて増える浸潤がん
　上皮内がんから進んだ浸潤がんの発見について、09年度
は30代前半から40代前半が0.04%と数字は低いものの、比
較的高い水準で、40代後半の0.03%が続いていた。08年度
は30代後半が0.02%と低かったものの、30代前半・40代前
半が0.04%と高かった。
　ただ、気になるのが20代後半。09年度は0.02%、08年度
は0.03%で、40代後半と同様の水準だった。今回の調査は
09年度と08年度の２年間に限ったものの、近年、よく言
われる「子宮頸がんの若年化」が、この２年間の検診のデ
ータからもうかがえた。

◇若い世代の精検受診率の低さが課題
　今回の調査で大きな課題として浮かび上がったのが、若
い世代の精密検査受診率が低いことだ。今年初めにまとま

20代前半が2.9%と最も多く、20代後半2.7%、30代前半
2.3%、30代後半1.6%、40代前半1.4%、40代後半1.0%と続
いていた。若い世代ほど「要精検」が多い傾向は08年度
も変わらなかった。ただ20代前半は09年度が0.2ポイント
下回ったが、20代後半から40代前半にかけては09年度の
ほうが0.4～0.2ポイント高くなっていた。
　これと呼応するように、異型上皮の発見（09年度）も
20代前半が1.21%と最も多くて、20代後半1.12%、30代前
半1.03%と続いていた。40代前半までの世代について08年
度と比べると、20代は前半・後半それぞれ0.04ポイント、
0.01ポイントとやや下がっていたが、30代と40代前半は
0.19～0.03ポイント上がっていた。

った日本対がん協会の「2009年度がん検診の実施状況」
でも課題になったが、今回、年齢階層別に調査をしたこと
で、20代～40代前半という、ごく初期のがんである上皮
内がんが他の年代に比べて多い世代の精検受診率が低いこ
とがはっきりした。09年度は女性特有のがん検診の無料
クーポン券などの配布が始まった年で、とくに若い世代の
受診者が急増したり、「始めて検診を受けた」人が増えた
りしたことも影響したとみられる。
　年代別の精検受診率は、20代前半76.8%、20代後半
73.7%、30代前半79.0%、30代後半76.2%、40代前半
78.0%。いずれも70%台で、40代後半からは80%を超えて
いるのと比べると低さが目立った。08年度も20代前半は
76.1%と低かったものの、20代後半、30代前半、40代前半
は80%以上。30代後半は80%を切ったとはいえ、79.8%だ
った。
　日本対がん協会では「検診で要精検と判断され、前がん
病変や、ごく初期のがんである上皮内がんで発見される可
能性があったのに、精密検査を受けなかったばかりに、不
幸にしてがんが進んで見つかる、ということになりかねな
い。仕事などで忙しく、精密検査を受ける機会を見つけら
れない、ということも考えられるが、精密検査は必ず受け
てほしい」と話し、精密検査受診の重要性の啓発にも力を
入れていくことにしている。

20代後半から30代に多い上皮内がん／30代からは浸潤がんの発見も増える
子宮頸がん検診受診者に関するアンケート　対がん協会が支部の協力でまとめる

子宮頸がん検診受診者に関する調査の概要

年代
受診者数 要精検者 精検受診者 異型上皮 上皮内がん 浸潤がん

2009 2008 2009 2008 2009 2008 2009 2008 2009 2008 2009 2008
20～24 17,284 9,133 496 285 381 217 209 114 6 9 1 1
25～29 39,084 22,734 1,061 573 782 468 439 258 47 30 8 6
30～34 82,866 61,960 1,866 1,191 1,474 984 857 518 128 79 37 22
35～39 105,550 78,599 1,730 1,100 1,319 878 715 469 134 68 39 19
40～44 120,309 92,368 1,682 1,099 1,312 916 651 470 133 89 44 33
45～49 92,349 86,516 907 870 731 716 324 320 44 49 28 17
50～54 105,687 101,541 709 701 579 593 245 226 23 24 15 24
55～59 133,936 133,573 660 609 559 532 184 185 15 34 20 30
60～64 164,553 144,861 645 541 536 467 200 177 31 23 25 13
65～69 136,428 127,152 538 482 441 413 160 159 31 24 21 11
70～ 163,783 150,321 603 564 483 449 156 163 21 16 23 21

検診受診者に占める割合

年代
要精検者比率
（／受診者)

精検受診者比率
（／要精検者）

異型上皮発見率
（／受診者）

上皮内がん発見率
（／受診者）

浸潤がん発見率
（／受診者）

2009 2008 2009 2008 2009 2008 2009 2008 2009 2008
20～24 2.9% 3.1% 76.8% 76.1% 1.21% 1.25% 0.03% 0.10% 0.01% 0.01%
25～29 2.7% 2.5% 73.7% 81.7% 1.12% 1.13% 0.12% 0.13% 0.02% 0.03%
30～34 2.3% 1.9% 79.0% 82.6% 1.03% 0.84% 0.15% 0.13% 0.04% 0.04%
35～39 1.6% 1.4% 76.2% 79.8% 0.68% 0.60% 0.13% 0.09% 0.04% 0.02%
40～44 1.4% 1.2% 78.0% 83.3% 0.54% 0.51% 0.11% 0.10% 0.04% 0.04%
45～49 1.0% 1.0% 80.6% 82.3% 0.35% 0.37% 0.05% 0.06% 0.03% 0.02%
50～54 0.7% 0.7% 81.7% 84.6% 0.23% 0.22% 0.02% 0.02% 0.01% 0.02%
55～59 0.5% 0.5% 84.7% 87.4% 0.14% 0.14% 0.01% 0.03% 0.01% 0.02%
60～64 0.4% 0.4% 83.1% 86.3% 0.12% 0.12% 0.02% 0.02% 0.02% 0.01%
65～69 0.4% 0.4% 82.0% 85.7% 0.12% 0.13% 0.02% 0.02% 0.02% 0.01%
70～ 0.4% 0.4% 80.1% 79.6% 0.10% 0.11% 0.01% 0.01% 0.01% 0.01%

　20代前半から30代にかけて「前がん病変」（異型上皮）が多く見つかり、20代後半か
ら40代前半にはごく初期のがん（上皮内がん）の発見が増えるとともに、進行して見
つかるケース（浸潤がん）も増加する−。こんな日本人女性の子宮頸がんの発見の
実態が明らかになった。日本対がん協会が、子宮頸がん検診を実施している各支部の
協力を得て「子宮頸がん検診受診者に関する調査」を実施し、このほど結果をまとめ
た。一方で、精密検査が必要だと判断されながら、受けていない人が若い世代に多
く、大きな課題として浮かび上がった。
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2009年度　がん検診の実施状況から　◆肺がん
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2009年度　がん検診の実施状況から　◆市町村検診の日がんグループ実施率
（市町村数は、平成21年３月31日現在）
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　�全国で計画準備中のRFL2011は、地域で暮らすがん患者の方々のために計画通り開催しようと全国のボランティアス
タッフと確認しました。これから実現へ向けて動き出します。サバイバーである実行委員の中には、きょう自分が出来
ることは何か、あすの命は大丈夫か、と日々自問しながら数カ月にわたり真剣にRFLに取り組んでいる方が多くいま
す。参加を楽しみにしている方々も大勢で、みなさんから、今年開催への力強い決意がときに寄せられます。RFLの
本来の姿を忘れず、各地で開催を目指します。

　�その上で、以下に記すメッセージを送りながら、「被災地
支援」を打ち出します。
　�RFLで集まる寄付は、通常は開催の実行に要する経費、
その後は全国と世界のがん患者支援に使われます。加え
て今年は「東日本大震災がん患者支援」を入れます。
　�概略は以下に記し、詳細はこれからボランティアのみな
さんと知恵を出し合いながら決めていきます。

　「東日本大震災がん患者支援」をサブメッセージに全国で実施します。
　�開催準備に合わせ、段階を踏んで計画を進めます。すでに取り組みを始めたもの、今後のものがありますが、時期を見
極めながら現実的に取り組みをします。

　�【 緊急対策 】　日本対がん協会に「東日本大震災がん患者支援」のための銀行口座を３月24日に開設し、寄付を受け
始めました。被災地からの相談にのるがん相談フリーダイアルを特設し、「被災地用 がん医師相談」、「被災地用 がん
ホットライン」を始めました。RFLに関するチラシ類にこの旨を記し、応援の意志を対外的に伝えます。
　【 中期対策 】　被災地の困惑は長きに及ぶと思われます。そこで、RFLを通しいくつかの支援策を打ち出します。
　�まず、被災地で計画しているRFL開催への支援です。こんなときだから寄りあって歩きたいという声がもし地域から
出れば、それにこたえたいという意見が強くあります。
　�地元に負担をかけず、励ましながらいっしょに歩く「手助け隊」を全国から募ってつくります。希望があれば、小さく
ても開催できる案をみんなで準備する予定です。
　�全国の開催会場では、被災地むけの募金箱を用意します。また、閉幕後に実行委員会から寄せられる全国がん患者への
寄付を被災地での新事業、支援にも充てるほか、自治体、病院など受入れ先を決めて支援金として渡す仕組みを考えて
いきます。
　�【 長期対策 】　サバイバー、家族の支援が必要になる時期がくると思われます。そこで、被災地の可能な場所で治療
と心をサポートしたり、患者・家族が話し合う「がんサロン」を専門家のアドバイスのもとに開いたりすることを、時
期を見ながら計画します。残された遺族を支えるグリーフケアの必要性も痛感しています。

�支援は長期にわたると考えられ、事態の推移を見ながらそのつどボランティアのみなさんと話し合う会議などで具体策の
協議を重ねることにしています。

2011年３月25日　日本対がん協会

　東日本大震災で被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。日本対がん協会は被災地で暮らすが
ん患者さん支援に努めていきます。
　被災地では、震災前からボランティアのみなさんが、がん患者のためのチャリティウォーク「リレー・
フォー・ライフ」の開催へ向けて準備を進めてきました。震災によりスタッフが置かれた環境は大きく変
わりましたが、リレー・フォー・ライフで結ばれた全国の仲間たちから温かい支援の言葉が次々に寄せら
れ結束の強さを示しています。
　ここに、地域ごとの準備が進む本格シーズン入りを前に基本姿勢を改めて記し、リレー・フォー・ライ
フ2011の力強いご支援をお願いするしだいです。

大震災後のリレー・フォー・ライフについて

　被災地支援もテーマに

東日本大震災で被災したがん患者支援
専用の口座で寄付受付

　東日本大震災で被災したがん患者さんを支援する
寄付を受けるため、日本対がん協会は緊急対策とし
て銀行口座を設けました。
　　　三菱UFJ銀行銀座支店（店番号325）
　　　口座番号0059807
　　　ニホンタイガンキョウカイ

ご支援のほどよろしくお願いいたします。
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